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Ⅲ 資料編（経年比較、国・県との比較） 
 

１ 回答者属性 

（１）性別 

問１ あなたの性別を教えてください。＜○は 1つ＞ 

 

【図 1-1-1 性別（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では「回答しない」の選択肢は無し 

 

前回調査と比べてみても、大きな差はみられない。 

 

（２）年齢 

問２ あなたの年齢はおいくつですか。（１０月１日現在の満年齢でお答えください） 

＜○は 1つ＞ 

 

【図 1-2-2 年齢（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では「18・19 歳」の選択肢は無し 

 

前回調査と比べてみると、今回調査で「60 歳～69 歳」が 14.6％と、前回調査（20.6％）

より 6.0ポイント低くなっている。 
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（３）職業 

問３ あなたの現在のご職業について、次のどれにあてはまりますか。＜○は 1つ＞ 

 

【図 1-3-2 職業（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※現在、育児や介護などで休職中の場合も含みます 

 

前回調査と比べてみると、今回調査で「家事専業（主婦・主夫）」が 11.0％と、前回調査

（20.1％）より 9.1ポイント低くなっている。 
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（４）婚姻状況及び配偶者の職業 

■婚姻状況 

問４ あなたは結婚されていますか。＜○は 1つ＞ 

 

【図 1-4-1 婚姻状況（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査の「結婚している」と「結婚していないがパートナーと暮らしている」の計を「結婚して

いる(結婚していないがパートナーと暮らしている人も含む)」と表記 

 

前回調査と比べてみても、大きな差はみられない。 
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■配偶者（パートナー）の職業 

問４で「結婚している（結婚していないがパートナーと暮らしている人も含む）」と回答

した方にお聞きします。 

問４－１ 配偶者（パートナー）のご職業は、次のどれにあてはまりますか。 

＜○は 1つ＞ 

 

【図 1-5-3 配偶者(パートナー)の職業（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※現在、育児や介護などで休職中の場合も含みます 

 

前回調査と比べてみると、今回調査で「正規の職員、従業員（正規雇用）」が 30.0％と、

前回調査（20.2％）より 9.8ポイント高くなっている。一方、今回調査で「働いていない（無

職、主婦・主夫、学生など）」が 45.6％と、前回調査（50.6％）よ 5.0ポイント低くなって

いる。 

 

（５）子どもの有無 

問５ あなたには、お子さんがいらっしゃいますか。（※現在別居している場合も含みま

す）＜○は 1つ＞ 

 

【図 1-6-1 子どもの有無（経年比較）】 
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前回調査と比べてみても、大きな差はみられない。 

２ 社会における制度・慣行等について 

（１）男女の地位の平等感  

問７ 現在の日本の社会において、男女の地位は平等になっていると思いますか。 

＜①～⑧の項目ごとに○はそれぞれ 1つずつ＞ 

 

【図 2-1-17 男女の地位の平等感“①家庭生活”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 
 

“家庭生活”の平等感を前回調査と比べてみると、今回調査で「平等である」が 24.4％

と、前回調査（30.3％）より 5.9ポイント低くなっている。 

 

【図 2-1-18 男女の地位の平等感“①家庭生活”（国・県比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※内閣府調査では「わからない」の選択肢は無し 

 

“家庭生活”の平等感を内閣府(R6)と比べてみると、今回調査で「平等である」が 24.4％

と、内閣府(R6)(30.0％)より 5.6ポイント低くなっている。 

内閣府(R4)と比べてみると、今回調査で「平等である」が 24.4％と、内閣府(R4)(31.7％)

より 7.3ポイント低くなっている。 

奈良県(R1)と比べてみると、今回調査で「男性の方が優遇されている」が 59.8％と、奈良

県(R1)(49.0％)より 10.8ポイント高くなっている。一方、今回調査で「平等である」が 24.4％

と、奈良県(R1)(33.5％)より 9.1ポイント低くなっている。 
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【図 2-1-19 男女の地位の平等感“②職場”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 “職場”の平等感を前回調査と比べてみても、大きな差はみられない。 

 

【図 2-1-20 男女の地位の平等感“②職場”（国・県比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 “職場”の平等感を内閣府(R6)と比べてみると、今回調査で「平等である」が 17.1％と、

内閣府(R6)(25.8％)より 8.7ポイント低くなっている。 

内閣府(R4)と比べてみると、今回調査で「平等である」が 17.1％と、内閣府(R4)(26.4％)

より 9.3ポイント低くなっている。 

奈良県(R1)と比べてみると、今回調査で「平等である」が 17.1％と、奈良県(R1)(27.8％)

より 10.7ポイント低くなっている。一方、今回調査で「男性の方が優遇されている」が 63.0％

と、奈良県(R1)(57.8％)より 5.2ポイント高くなっている。 
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【図 2-1-21 男女の地位の平等感“③学校教育の場”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

“学校教育の場”の平等感を前回調査と比べてみると、今回調査で「平等である」が

50.9％と、前回調査（63.9％）より 13.0 ポイント低くなっている。また、今回調査で「わ

からない」が 27.9％と、前回調査（16.9％）より 11.0ポイント高くなっている。 

 

【図 2-1-22 男女の地位の平等感“③学校教育の場”（国・県比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“学校教育の場”の平等感を内閣府(R6)と比べてみると、今回調査で「平等である」が

50.9％で 19.5 ポイント、「男性の方が優遇されている」が 15.8％で 6.1 ポイント、内閣府

(R6)より低くなっている。 

内閣府(R4)と比べてみると、今回調査で「平等である」が 50.9％で 17.2ポイント、「男性

の方が優遇されている」が 15.8％で 8.7ポイント、内閣府(R4)より低くなっている。 

奈良県(R1)と比べてみると、今回調査で「平等である」が 50.9％と、奈良県(R1)(66.5％)

より 15.6ポイント低くなっている。また、今回調査で「わからない」が 27.9％と、奈良県

(R1)(13.1％)より 14.8ポイント高くなっている。 
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【図 2-1-23 男女の地位の平等感 

“④自治会やＮＰＯなどの地域活動・社会活動の場”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“自治会やＮＰＯなどの地域活動・社会活動の場”の平等感を前回調査と比べてみると、

今回調査で「わからない」が 26.9％と、前回調査（16.0％）より 10.9ポイント高くなって

いる。また、今回調査で「平等である」が 35.6％と、前回調査（41.7％）より 6.1ポイント

低くなっている。 

 

【図 2-1-24 男女の地位の平等感 

“④自治会やＮＰＯなどの地域活動・社会活動の場”（国・県比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“自治会やＮＰＯなどの地域活動・社会活動の場”の平等感を内閣府(R6)と比べてみると、

今回調査で「男性の方が優遇されている」が 31.5％で 15.5 ポイント、「女性の方が優遇さ

れている」が 3.4％で 7.1ポイント、内閣府(R6)より低くなっている。 

内閣府(R4)と比べてみると、今回調査で「男性の方が優遇されている」が 31.5％で 16.3

ポイント、「女性の方が優遇されている」が 3.4％で 6.5 ポイント、内閣府(R4)より低くな

っている。 

奈良県(R1)と比べてみると、今回調査で「男性の方が優遇されている」が 31.5％と、奈良

県(R1)(38.0％)より 6.5ポイント低くなっている。 

  



 

93 

【図 2-1-25 男女の地位の平等感“⑤法律や制度上”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“法律や制度上”の平等感を前回調査と比べてみると、今回調査で『男性の方が優遇され

ている』が 48.2％と、前回調査（41.4％）より 6.8ポイント高くなっている。また、今回調

査で「平等である」が 30.1％と、前回調査（35.9％）より 5.8ポイント低くなっている。 

 

【図 2-1-26 男女の地位の平等感“⑤法律や制度上”（国・県比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“法律や制度上”の平等感を内閣府(R6)と比べてみると、今回調査で「平等である」が

30.1％で 8.1ポイント、「女性の方が優遇されている」が 5.7％で 5.1ポイント、内閣府(R6)

より低くなっている。 

内閣府(R4)と比べてみると、今回調査で「平等である」が 30.1％と、内閣府(R4)(37.0％)

より 6.9ポイント低くなっている。 

奈良県(R1)と比べてみると、いずれも「男性の方が優遇されている」が 4割と、大きな差

はみられない。 
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【図 2-1-27 男女の地位の平等感“⑥社会通念・慣習・しきたり等”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“社会通念・慣習・しきたり等”の平等感を前回調査と比べてみても、大きな差はみられ

ない。 

 

【図 2-1-28 男女の地位の平等感 

“⑥社会通念・慣習・しきたり等”（国・県比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“社会通念・慣習・しきたり等”の平等感を内閣府(R6)と比べてみると、今回調査で「平

等である」が 9.8％と、内閣府(R6)(16.3％)より 6.5ポイント低くなっている。 

内閣府(R4)と比べてみると、今回調査で「男性の方が優遇されている」が 76.3％と、内閣

府(R4)（81.9％）より 5.6ポイント低くなっている。 

奈良県(R1)と比べてみると、今回調査で「平等である」が 9.8％と、奈良県(R1)(15.4％)

より 5.6ポイント低くなっている。一方、今回調査で「男性の方が優遇されている」が 76.3％

と、奈良県(R1)(70.7％)より 5.6ポイント高くなっている。 
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【図 2-1-29 男女の地位の平等感“⑦政治の場”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

“政治の場”の平等感を前回調査と比べてみると、今回調査で『男性の方が優遇されてい

る』が 79.2％と、前回調査（68.8％）より 10.4ポイント高くなっている。 

 

【図 2-1-30 男女の地位の平等感“⑦政治の場”（国・県比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“政治の場”の平等感を内閣府(R6)と比べてみると、今回調査で「男性の方が優遇されて

いる」が 79.2％と、内閣府(R6)(87.9％)より 8.7ポイント低くなっている。 

内閣府(R4)と比べてみると、今回調査で「男性の方が優遇されている」が 79.2％と、内閣

府(R4)(87.9％)より 8.7ポイント低くなっている。 

奈良県(R1)と比べてみると、いずれも「男性の方が優遇されている」が 7割と、大きな差

はみられない。 
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【図 2-1-31 男女の地位の平等感“⑧社会全体でみた場合”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“社会全体でみた場合”の平等感を前回調査と比べてみても、大きな差はみられない。 

 

【図 2-1-32 男女の地位の平等感“⑧社会全体でみた場合”（国比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“社会全体でみた場合”の平等感を内閣府(R6)と比べてみると、いずれも「男性の方が優

遇されている」が 7割と、大きな差はみられない。 

内閣府(R4)と比べてみると、いずれも「男性の方が優遇されている」が 7割と、大きな差

はみられない。 
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（２）男女不平等が生じる原因 

問８ 日本の社会において男女不平等が生じる原因はどこにあると思いますか。 

＜あてはまるものすべてに○＞ 
 

【図 2-2-2 男女不平等が生じる原因（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では「不平等は生じていない」の選択肢は無し 

 

男女不平等が生じる原因を前回調査と比べてみると、今回調査で「女性の能力を発揮でき

る環境や機会が十分でないから」が 36.5％と、前回調査（47.2％）より 10.7ポイント低く

なっている。一方、今回調査で「男女の平等について、男性の問題意識が低いから」が 42.2％

と、前回調査（35.4％）より 6.8ポイント高くなっている。 
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（３）男女共同参画に関する言葉の認知状況 

問９ あなたは、次にあげる男女共同参画に関する言葉（事柄）を知っていますか。 

＜①～⑩の項目ごとに○はそれぞれ 1つずつ＞ 

 

【図 2-3-11 男女共同参画に関する言葉の認知状況 

“①男女共同参画社会”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

“男女共同参画社会”の認知状況を前回調査と比べてみると、今回調査で「言葉も内容も

知っている」が 32.6％と、前回調査（26.9％）より 5.7ポイント高くなっている。 

 

【図 2-3-12 男女共同参画に関する言葉の認知状況 

“②男女雇用機会均等法”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“男女雇用機会均等法”の認知状況を前回調査と比べてみると、今回調査で「言葉だけ知

っている」が 30.1％と、前回調査（35.2％）より 5.1ポイント低くなっている。 

 

【図 2-3-13 男女共同参画に関する言葉の認知状況 

“③ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

“ワーク・ライフ・バランス(仕事と生活の調和）”の認知状況を前回調査と比べてみると、

今回調査で「言葉も内容も知っている」が 39.3％と、前回調査（18.1％）より 21.2ポイン

ト高くなっている。 
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【図 2-3-14 男女共同参画に関する言葉の認知状況 

“④育児介護休業法”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

“育児介護休業法”の認知状況を前回調査と比べてみると、今回調査で「言葉だけ知って

いる」が 32.0％と、前回調査（40.3％）より 8.3ポイント低くなっている。一方、今回調査

で「言葉も内容も知っている」が 57.5％と前回調査（50.0％）より 7.5ポイント高くなって

いる。 

 

【図 2-3-15 男女共同参画に関する言葉の認知状況 

“⑤ポジティブ・アクション（積極的改善措置）”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“ポジティブ・アクション(積極的改善措置）”の認知状況を前回調査と比べてみても、大

きな差はみられない。 

 

【図 2-3-16 男女共同参画に関する言葉の認知状況 

“⑥ジェンダー(社会的・文化的に形成された性別）”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

“ジェンダー(社会的・文化的に形成された性別）”の認知状況を前回調査と比べてみると、

今回調査で「言葉も内容も知っている」が 62.8％と、前回調査（16.7％）より 46.1ポイン

ト高くなっている。 
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【図 2-3-17 男女共同参画に関する言葉の認知状況 

“⑦セクシュアル・ハラスメント(性的いやがらせ）”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“セクシュアル・ハラスメント(性的いやがらせ）”の認知状況を前回調査と比べてみても、

大きな差はみられない。 

 

【図 2-3-18 男女共同参画に関する言葉の認知状況 

“⑧ＤＶ(配偶者や恋人など、親密な関係にあるパートナーからの暴力）” 

（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“ＤＶ(配偶者や恋人など、親密な関係にあるパートナーからの暴力）”の認知状況を前回

調査と比べてみると、今回調査で「言葉だけ知っている」が 8.7％と、前回調査（13.9％）

より 5.2ポイント低くなっている。 

 

【図 2-3-19 男女共同参画に関する言葉の認知状況 

“⑨女子差別撤廃条約”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“女子差別撤廃条約”の認知状況を前回調査と比べてみると、今回調査で「言葉だけ知っ

ている」が 34.0％と、前回調査（39.4％）より 5.4ポイント低くなっている。 
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（４）結婚観・家庭観 

問 10 あなたは、次の①～⑥の意見について、率直にどう思いますか。 

＜①～⑥の項目ごとに○はそれぞれ 1つずつ＞ 

 

 

【図 2-4-13 結婚観・家庭観 

“①夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである”という意見を前回調査と比べてみると、今

回調査で『賛成』が 24.9％と、前回調査（41.6％）より 16.7ポイント低くなっている。 

 

【図 2-4-14 結婚観・家庭観 

“①夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである”（国・県比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである”という意見を内閣府(R6)と比べてみると、

今回調査で「賛成」が 24.9％と、内閣府(R6)(33.1％)より 8.2ポイント低くなっている。一

方、今回調査で「反対」が 70.1％と、内閣府(R6)(64.8％)より 5.3 ポイント高くなってい

る。 

内閣府(R4)と比べてみると、今回調査で「賛成」が 24.9％と、内閣府(R4)(33.4％)より

8.5ポイント低くなっている。一方、今回調査で「反対」が 70.1％と、内閣府(R4)(64.3％)

より 5.8ポイント高くなっている。 

奈良県(R1)と比べてみると、今回調査で「賛成」が 24.9％と、奈良県(R1)(42.9％)より

18.0 ポイント低くなっている。今回調査で「反対」が 70.1％と、奈良県(R1)(54.9％)より

15.2ポイント高くなっている。 
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【図 2-4-15 結婚観・家庭観 

“②子育てについて、男の子は男らしく、女の子は女らしく 

育てるほうがよい”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“子育てについて、男の子は男らしく、女の子は女らしく育てるほうがよい”という意見

を前回調査と比べてみると、今回調査で『賛成』が 39.5％と、前回調査（54.9％）より 15.4

ポイント低くなっている。 

 

【図 2-4-16 結婚観・家庭観 

“③結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい”という意見を前

回調査と比べてみると、今回調査で『反対』が 18.7％と、前回調査（40.3％）より 21.6ポ

イント低くなっている。 

 

【図 2-4-17 結婚観・家庭観 

“④結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない”という意見を前回調査と比べてみると、

今回調査で『賛成』が 67.6％と、前回調査（41.9％）より 25.7 ポイント高くなっている。 
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【図 2-4-18 結婚観・家庭観 

“⑤男性は家族(妻子)を養うべきである”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“男性は家族(妻子)を養うべきである”という意見を前回調査と比べてみると、今回調査

で『反対』が 46.6％と、前回調査（23.8％）より 22.8ポイント高くなっている。 

 

 

【図 2-4-19 結婚観・家庭観 

“⑥家事、育児・介護は女性がするほうがよい”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“家事、育児・介護は女性がするほうがよい”という意見を前回調査と比べてみると、今

回調査で『賛成』が 23.3％と、前回調査（38.2％）より 14.9ポイント低くなっている。 
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３ 生活・仕事について 

（１）家庭内での役割分担の理想と現実 

問 11 家庭内における次の①～⑩の役割について、どのようにするのが望ましいと思い

ますか。 

また、実際にあなたの家庭では男性・女性のどちらが主に行っていますか。 

＜①～⑩の項目について、理想と現実○はそれぞれ 1つずつ＞ 

※「Ｂ.現実」について、1人暮らしの方等はこれまでの状況でお答えください。 

■Ｂ．現実 

※「Ａ．理想」は比較不可のため、省略 

 

【図 3-2-11 家庭内での役割分担(現実) 

“①育児・子育て、教育・しつけ”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査の「主に男性」と「男性が主だが女性も分担」の計を「主に男性」と表記 

※前回調査の「主に女性」と「女性が主だが男性も分担」の計を「主に女性」と表記 

 

“育児・子育て、教育・しつけ”の役割分担の現実を前回調査と比べてみても、大きな差

はみられない。 
 

【図 3-2-12 家庭内での役割分担(現実)“②家族の介護”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

“家族の介護”の役割分担の現実を前回調査と比べてみると、今回調査で「主に女性」が

52.9％と、前回調査（60.9％）より 8.0ポイント低くなっている。 
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【図 3-2-13 家庭内での役割分担(現実) 

“③食事のしたく、後片付け”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

“食事のしたく、後片付け”の役割分担の現実を前回調査と比べてみると、今回調査で「主

に女性」が 69.9％と、前回調査（90.7％）より 20.8ポイント低くなっている。一方、今回

調査で「男女同程度」が 19.6％と、前回調査（3.9％）より 15.7ポイント高くなっている。 

 

【図 3-2-14 家庭内での役割分担(現実) 

“④掃除、洗濯、ゴミ出し”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“掃除、洗濯、ゴミ出し”の役割分担の現実を前回調査と比べてみると、今回調査で「主

に女性」が 60.3％と、前回調査（82.7％）より 22.4ポイント低くなっている。一方、今回

調査で「男女同程度」が 28.3％と、前回調査（9.5％）より 18.8ポイント高くなっている。 

 

【図 3-2-15 家庭内での役割分担(現実)“⑤日常の買い物”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“日常の買い物”の役割分担の現実を前回調査と比べてみると、今回調査で「主に女性」

が 56.2％と、前回調査（79.4％）より 23.2ポイント低くなっている。一方、今回調査で「男

女同程度」が 32.6％と、前回調査（13.7％）より 18.9ポイント高くなっている。 

 

  



 

106 

【図 3-2-16 家庭内での役割分担(現実)“⑥生活費を稼ぐ”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“生活費を稼ぐ”の役割分担の現実を前回調査と比べてみると、今回調査で「主に男性」

が 59.6％と、前回調査（75.9％）より 16.3ポイント低くなっている。一方、今回調査で「男

女同程度」が 29.2％と、前回調査（14.8％）より 14.4ポイント高くなっている。 

 

【図 3-2-17 家庭内での役割分担(現実)“⑦日々の家計の管理”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“日々の家計の管理”の役割分担の現実を前回調査と比べてみると、今回調査で「主に女

性」が 60.5％と、前回調査（68.8％）より 8.3ポイント低くなっている。一方、今回調査で

「男女同程度」が 22.8％と、前回調査（16.0％）より 6.8ポイント高くなっている。 

 

【図 3-2-18 家庭内での役割分担(現実) 

“⑧高額商品や土地・家屋などの購入”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“高額商品や土地・家屋などの購入”の役割分担の現実を前回調査と比べてみると、今回

調査で「主に男性」が 47.3％と、前回調査（56.9％）より 9.6ポイント低くなっている。一

方、今回調査で「男女同程度」が 40.6％と、前回調査（31.3％）より 9.3ポイント高くなっ

ている。 
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【図 3-2-19 家庭内での役割分担(現実)“⑨預貯金などの財産管理”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“預貯金などの財産管理”の役割分担の現実を前回調査と比べてみると、今回調査で「男

女同程度」が 34.9％と、前回調査（22.2％）より 12.7ポイント高くなっている。一方、今

回調査で「主に女性」、「主に男性」が、前回調査より 5ポイント以上低くなっている。 

 

【図 3-2-20 家庭内での役割分担(現実) 

“⑩地域活動や学校行事への参加”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“地域活動や学校行事への参加”の役割分担の現実を前回調査と比べてみると、今回調査

で「男女同程度」が 36.3％と、前回調査（27.5％）より 8.8 ポイント高くなっている。一

方、今回調査で「主に男性」が 6.4％と、前回調査（12.9％）より 6.5ポイント低くなって

いる。 
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（２）仕事に対する考え 

問 12 あなた自身、仕事に対してどのように考えていますか。 

＜最もあてはまるもの 1つに○＞ 

 

【図 3-3-2 仕事に対する考え（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事に対する考えを前回調査と比べてみると、今回調査で「フルタイム勤務で働き続けた

い（※育児・介護休業の取得を含む）」が 44.5％と、前回調査（37.3％）より 7.2ポイント

高くなっている。 
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（３）『女性が仕事をする』ことに対する考え 

問 13 『女性が仕事をする』ということについて、あなたはどのように考えますか。 

＜あなたの考えに最も近いもの 1つに○＞ 

 

【図 3-4-2 『女性が仕事をする』ことに対する考え（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『女性が仕事をする』ことに対する考えを前回調査と比べてみると、今回調査で「子ども

ができたら家事・育児に専念し、大きくなったら再び仕事をするほうがよい」が 42.0％と、

前回調査（34.0％）より 8.0ポイント高くなっている。 
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（４）女性の役職登用が進みにくい理由 

問 14 現状、管理職などの意思決定を行う管理的部門や指導的地位への女性の登用が進

みにくい理由として、どのようなものがあると考えますか。 

＜○は主なもの３つまで＞ 

 

【図 3-5-2 女性の役職登用が進みにくい理由（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の役職登用が進みにくい理由を前回調査と比べてみると、今回調査で「家庭と仕事の

両立が難しく、責任ある仕事につきにくいから」が 66.4％と、前回調査（46.3％）より 20.1

ポイント高くなっている。一方、今回調査で「主として補助的業務が与えられ、役職に必要

な能力を高める機会が少ないから」が 22.6％と、前回調査（28.0％）より 5.4ポイント低く

なっている。 
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（５）仕事・家庭・プライベートの優先度 

問 15 あなたの中での「仕事」、「家庭生活」、「プライベートな時間（地域活動・学習・趣

味・付き合い等）」の優先度について、理想（希望）と現実（実際）それぞれにつ

いてお答えください。<理想と現実で〇はそれぞれ 1つずつ> 

 

【図 3-6-2 仕事・家庭・プライベートの優先度“A.理想(希望) ”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事・家庭生活・プライベートな時間の理想(希望)の優先度を前回調査と比べてみると、

今回調査で「「仕事」と「家庭生活」と「プライベートな時間」いずれも優先」が 45.7％と、

前回調査（33.1％）より 12.6 ポイント高くなっている。一方、「「仕事」と「家庭生活」を

ともに優先（「プライベートな時間」はあと回し）」、「「家庭生活」と「プライベートな時間」

をともに優先（「仕事」はあと回し）」は、前回調査より 5ポイント以上低くなっている。 
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【図 3-6-3 仕事・家庭・プライベートの優先度“B.現実(実際) ”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事・家庭生活・プライベートな時間の現実(実際)の優先度を前回調査と比べてみると、

今回調査で「「仕事」と「家庭生活」をともに優先（「プライベートな時間」はあと回し）」

が 24.4％と、前回調査（16.2％）より 8.2ポイント高くなっている。一方、今回調査で「「家

庭生活」を最優先」が 10.0％と、前回調査（16.2％）より 6.2ポイント低くなっている。 
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（６）誰もが家事等に参加するために必要なこと 

問 16 今後、性別にかかわらず誰もが家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加する

ようになるためにはどのようなことが必要だと思いますか。 

＜あてはまるものすべてに○＞ 
 

【図 3-7-2 誰もが家事等に参加するために必要なこと（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では「「男性は仕事、女性は家庭」などの性別による役割分担意識の解消」の選択肢は無し 

 

誰もが家事等に参加するために必要なことを前回調査と比べてみると、今回調査で「年配

者やまわりの人が、夫婦の役割分担等についての当事者の考え方を尊重すること」、「夫婦や

家族間でのコミュニケーションをよくはかること」、「男性が家事などに参加することに対す

る女性の抵抗感をなくすこと」、「性別にかかわらず家事、子育て、介護、地域活動に関心を

高めるよう啓発や情報提供を行うこと」が、前回調査より 5 ポイント以上高くなっている。 
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４ 男女の人権について 

（１）セクシュアル・ハラスメントを見聞きした経験 

問 17 セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）を受けたり、見聞きしたことがあ

りますか。＜あてはまるものすべてに○＞ 

 

【図 4-1-3 セクシュアル・ハラスメントを見聞きした経験（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では「わからない」の選択肢は無し 

 

セクシュアル・ハラスメントを見聞きした経験を前回調査と比べてみると、今回調査で「自

分のまわりではそのようなことはない」が 56.2％と、前回調査（72.0％）より 15.8ポイン

ト低くなっている。一方、今回調査で「セクシュアル・ハラスメントを受けた女性を知って

いる」、「自分自身が受けたことがある」が、前回調査より 5 ポイント以上高くなっている。 
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（２）ＤＶ被害の経験 

問 18 あなたは直近５年間で、恋人、配偶者、パートナーから次のような行為をされたこ

とがありますか。＜①～⑭の項目ごとに〇はそれぞれ 1つずつ＞ 
 

【図 4-2-4 ＤＶ被害の経験 

“①あなたが話しかけても長い間無視する”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“あなたが話しかけても長い間無視する”という経験を前回調査と比べてみても、大きな

差はみられない。 
 

【図 4-2-5 ＤＶ被害の経験 

“②あなたを大声でどなる”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“あなたを大声でどなる”という経験を前回調査と比べてみても、大きな差はみられない。 
 

【図 4-2-6 ＤＶ被害の経験 

“③あなたに「誰のおかげで生活できるんだ」、 

「かいしょうなし」などと言う”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“あなたに「誰のおかげで生活できるんだ」、「かいしょうなし」などと言う”という経験

を前回調査と比べてみると、今回調査で「全くない」が 85.2％と、前回調査（79.9％）より

5.3ポイント高くなっている。 
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【図 4-2-7 ＤＶ被害の経験 

“④あなたが大切にしているものを捨てたり、こわしたりする”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“あなたが大切にしているものを捨てたり、こわしたりする”という経験を前回調査と比

べてみても、大きな差はみられない。 

 

【図 4-2-8 ＤＶ被害の経験 

“⑤命の危険を感じるぐらいの暴力をふるう”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“命の危険を感じるぐらいの暴力をふるう”という経験を前回調査と比べてみると、今回

調査で「全くない」が 92.2％と、前回調査（87.0％）より 5.2ポイント高くなっている。 

 

【図 4-2-9 ＤＶ被害の経験 

“⑥命の危険を感じる程ではないが、何らかの暴力をふるう”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“命の危険を感じる程ではないが、何らかの暴力をふるう”という経験を前回調査と比べ

てみても、大きな差はみられない。 
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【図 4-2-10 ＤＶ被害の経験 

“⑦あなたの意に反して性行為を強要する”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“あなたの意に反して性行為を強要する”という経験を前回調査と比べてみると、今回調

査で「全くない」が 90.4％と、前回調査（83.6％）より 6.8ポイント高くなっている。 

 

【図 4-2-11 ＤＶ被害の経験 

“⑧あなたが見たくないのに、ポルノ雑誌・ビデオを見せる”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“あなたが見たくないのに、ポルノ雑誌・ビデオを見せる”という経験を前回調査と比べ

てみても、大きな差はみられない。 

 

【図 4-2-12 ＤＶ被害の経験 

“⑨避妊に協力しない”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“避妊に協力しない”という経験を前回調査と比べてみると、今回調査で「全くない」が

89.3％と、前回調査（83.8％）より 5.5ポイント高くなっている。 
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【図 4-2-13 ＤＶ被害の経験 

“⑩＜※女性のみお答えください＞中絶を強要する”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“中絶を強要する”という経験を前回調査と比べてみても、大きな差はみられない。 

 

【図 4-2-14 ＤＶ被害の経験 

“⑪生活費を渡さない”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“生活費を渡さない”という経験を前回調査と比べてみても、大きな差はみられない。 

 

【図 4-2-15 ＤＶ被害の経験 

“⑫あなたに借金をさせる”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“あなたに借金をさせる”という経験を前回調査と比べてみると、大きな差みられない。 
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【図 4-2-16 ＤＶ被害の経験 

“⑬あなたの外出先や携帯電話、メール、郵便物などを細かくチェックする”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“あなたの外出先や携帯電話、メール、郵便物などを細かくチェックする”という経験を

前回調査と比べてみても、大きな差はみられない。 

 

【図 4-2-17 ＤＶ被害の経験 

“⑭あなたが社会活動や仕事をすることをいやがる(させない）”（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

“あなたが社会活動や仕事をすることをいやがる(させない）”という経験を前回調査と比

べてみると、今回調査で「全くない」が 89.3％と、前回調査（83.6％）より 5.7ポイント高

くなっている。 
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（３）ＤＶ被害を受けた際の相談の状況 

■ＤＶ被害を受けた際の相談の有無 

問 18の①～⑭のうち、1つでも「何度もあった」もしくは「数回あった」と回答した方に

お聞きします。 

問 19 相手からいずれかの被害を受けた際、誰かに（どこかに）相談しましたか。 

＜〇は 1つ＞ 

 

【図 4-3-3 ＤＶ被害を受けた際の相談の有無（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＶ被害を受けた際の相談の有無を前回調査と比べてみると、今回調査で「相談しなかっ

た（できなかった）」が 68.1％と、前回調査（62.0％）より 6.1 ポイント高くなっている。 
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■ＤＶ被害を受けた際の相談先 

問 19で「相談した」と回答した方にお聞きします。 

問 19－１ 誰に（どこに）相談しましたか。＜あてはまるものすべてに○＞ 

 

【図 4-4-1 ＤＶ被害を受けた際の相談先（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＶ被害を受けた際の相談先を前回調査と比べてみると、今回調査で「家族や親族、友人・

知人」が 95.7％で 10.5 ポイント、「民間の専門家や専門機関（弁護士など）」が 13.0％で

5.6 ポイント、前回調査より高くなっている。一方、今回調査で「警察」が 4.3％と、前回

調査（11.1％）より 6.8ポイント低くなっている。 
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■ＤＶ被害を受けた際に相談しなかった理由 

問 19－１で「相談しなかった（できなかった）」と回答した方にお聞きします。 

問 19－２ 相談しなかった（できなかった）理由は何ですか。 

＜あてはまるものすべてに○＞ 

 

【図 4-5-2 ＤＶ被害を受けた際に相談しなかった理由（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＶ被害を受けた際に相談しなかった理由を前回調査と比べてみると、今回調査で「自分

さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思ったから」が 15.8ポイント、「相談し

てもむだだと思ったから」、「他人を巻き込みたくないと思ったから」が、5ポイント以上前

回調査より低くなっている。また、今回調査では「特にない」が 8.2％と、前回調査（1.1％）

より 7.1ポイント高くなっている。 
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（３）防災・災害対策における男女の性別に配慮した取組みとして必要なこと 

問 23 防災・災害対策において、男女の性別に配慮した取組みについて、あなたが必要と

思うものは何ですか。＜あてはまるものすべてに○＞ 

 

【図 5-3-2 防災・災害対策における男女の性別に配慮した 

取組みとして必要なこと（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では「自主防災組織のメンバーに女性が加入すること」の選択肢は無し 

※「乳幼児、高齢者、障害者、病人、女性（女性用品等）に対する備えやニーズの把握、支給する際

の配慮」は前回調査では「女性（女性用品等）に対する備えやニーズの把握、支給する際の配慮」

（57.9%）のため、参考数値として掲載 

 

防災・災害対策における男女の性別に配慮した取組みとして必要なことを前回調査と比べ

てみると、今回調査で「避難所運営の責任者に女性が配置され、被災者対応に女性の視点が

入ること」が 54.1％で 10.3 ポイント、「対策本部に女性が配置され、対策に女性の視点が

入ること」が 56.4％で 7.6ポイント、前回調査より高くなっている。 
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（４）男女共同参画社会を実現するために斑鳩町が力を入れるべきこと 

問 24 男女共同参画社会を実現するために、今後斑鳩町はどのようなことに力を入れて

いくべきだと思いますか。＜○は主なもの３つまで＞ 

 

【図 5-4-2 男女共同参画社会を実現するために必要なこと（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査では「男女双方の労働時間の短縮や働き方の見直しの推進」の選択肢は無し 
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男女共同参画社会を実現するために必要なことを前回調査と比べてみると、今回調査で

「学校などにおける男女平等の意識づくり」が 38.6％で 11.3 ポイント、「広報紙や講演会

などによる男女の平等と相互理解についての啓発」が 18.0％で 6.2 ポイント、前回調査よ

り高くなっている。一方、今回調査で「保育サービスや学童保育などの子育て支援の充実」、

「再就職に役立つ学習機会や相談事業など女性の就労・創業支援」、「介護保険制度などの介

護サービスの充実」、「社会教育・生涯学習の場での男女共同参画に関する学習の充実」、「女

性リーダー養成などの人材育成の推進」が、5 ポイント以上前回調査より低くなっている。 
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Ⅳ 資料編（調査票様式） 
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